
 

 

 

 

 
 アメリカのメジャーリーグで活躍されている大

谷翔平選手は、昨年11月9日に「日本国内全小学

校にグローブを寄贈します！」と発表しました。

そのグローブが１月17日に明倫小学校にも届きま

した。早速、翌日から各学級に１日ずつ置いて、

子ども達に触れる機会を作りました。（6年生から

順に回していて、現在中学年です。）全学級を回

った後、どう活用するかは子ども達からの意見をもらいながら考えて行きます。 

 なお、このグローブと一緒に軟式ボール3個も贈呈されました。これは、唐津上場商工会青年部

を中心とする「こども応援し隊」が、県内の全小学校と特別支援学校小学部に寄贈していただいた

ものです。 

暗いニュースが続く中ですが、大谷選手のグローブとそこに込められた思いが、子ども達に元気

を届けてくれると思っています。 

 

【大谷翔平選手からのメッセージ全文】 

ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナハイムのメジャーリーガー、大谷翔平です。 

 

この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球に興味を持ってもらうために立ち上げ

たプログラムを紹介するためのものです。 

 

この３つの野球グローブは学校への寄付となります。 

それ以上に私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボル

となることを望んでいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を送る機会を与えてくれ

たスポーツだからです。 

 

このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでもらうために、私からのこの個人的な

メッセージを学校の生徒たちに伝えていただければ幸いです。 

 

この機会に、グローブを寄贈させていただけることに 

感謝いたします。 

貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。 

 

野球しようぜ。 

 

大谷翔平 

 

「大谷グローブ」が明倫小学校へ到着！！！ 

鹿島市立明倫小学校 

令和 ６年 １月29日 



 

 １月１日に能登半島を中心に発生した地震の被害は大き

く、いまだに道路やインフラが回復していない状態が続いて

います。この地震に被災した方々へ何ができるかを子ども達

に投げかけたところ、藤ノ森委員会のみんなが「募金活動を

したい！」と立ち上がってくれました。 

 １月16日から4日間、登校時間に児童玄関前で募金活動を

してくれました。たくさんの子どもとその家族のみなさんの

善意が募金として集まりました。 

 今後は、子ども達から鹿島市社会福祉協議会に募金をお渡しして、被災地支援に役立ててもらう

予定です。ご協力ありがとうございました！ 

 

 

冬休みが終わって１カ月が過ぎようとしていますが、この１月は外部講師をお招きした学習をい

くつか行いましたので、紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能登半島地震被災地への募金活動！ 

外部講師をお招きした学習に取り組みました！ 

明治安田生命から講師をお招きし

た「５年生 消費者授業」 

薬剤師 織田先生をお招きした 

「６年生 薬物乱用防止教室」 

社会福祉協議会から講師をお招き

した「なかよし バッゴー体験」 


